
目
次

は
じ
め
に　
　

２

第
１
章　

は
じ
ま
り
の
一
歩

や
り
た
い
こ
と
は
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

10

た
と
え
ば
そ
れ
が
無
謀
な
こ
と
で
も
や
っ
て
み
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

14

始
め
な
け
れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

18

最
初
の
一
歩
は
と
て
も
高
く
て
向
こ
う
側
が
見
え
な
い
段
差
が
あ
り
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―　

22

自
分
で
自
分
の
限
界
を
決
め
ま
せ
ん　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

26



第
２
章　

闘
い
方
は
い
ろ
い
ろ

自
分
と
闘
う
方
法　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

32

気
乗
り
し
な
い
と
き
は
無
理
を
し
ま
せ
ん　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

36

基
本
的
に
意
地
は
張
り
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
は
意
地
も
大
事
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

40

苦
手
と
興
味
の
せ
め
ぎ
合
い
、
勝
敗
は
ど
ち
ら
に
?!　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

44

ダ
メ
パ
タ
ー
ン
が
続
く
と
計
画
を
練
り
直
し
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

48

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
は
当
た
り
前
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

52

自
己
管
理
と
自
己
分
析
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
使
っ
て
い
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

56

第
３
章　

視
野
を
広
げ
る
方
法

悪
い
出
来
事
は
視
点
を
変
え
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

62

転
ん
だ
ら
と
り
あ
え
ず
掴
め
る
も
の
は
す
べ
て
掴
み
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

66



続
け
る
こ
と
も
大
事
、
続
け
な
い
こ
と
も
大
事
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

70

一
人
よ
り
も
誰
か
と
つ
な
が
る
ほ
う
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
爆
発
的
に
上
が
り
ま
す　

――
―
―
―
―　

74

前
か
ら
見
て
ダ
メ
な
ら
あ
ち
こ
ち
の
方
向
か
ら
見
て
み
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

78

宣
言
す
る
と
案
外
で
き
て
し
ま
う
話　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

82

継
続
す
る
こ
と
は
空
気
を
吸
う
の
と
同
じ
こ
と
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

86

小
さ
な
目
標
の
積
み
重
ね　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

90

第
４
章　

遊
び
心
で
楽
し
む
方
法

時
間
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
う
瞬
間　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

96

時
間
は
残
念
な
が
ら
湧
い
て
き
ま
せ
ん
、
作
り
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

100

時
間
管
理
を
し
す
ぎ
る
と
瞬
間
移
動
が
必
要
に
な
り
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

104

チ
ャ
ン
ス
の
神
様
の
有
名
す
ぎ
る
髪
型
の
話　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

109

ど
う
で
も
い
い
こ
だ
わ
り
、
た
と
え
ば
ペ
ン
の
色　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

113



第１章

はじまりの一歩

２
５
０
回
と
い
う
魔
法
の
言
葉　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

118

攻
撃
す
る
の
は
自
分
だ
け
、
言
葉
は
跳
ね
返
る
も
の
で
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

123

優
先
順
位
は
人
そ
れ
ぞ
れ　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

128

第
５
章　

い
ろ
い
ろ
な
自
分
と
向
き
合
う
方
法

や
ら
な
い
言
い
訳
は
し
て
も
で
き
な
い
言
い
訳
は
し
ま
せ
ん　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

136

や
め
た
と
き
が
終
わ
る
瞬
間
、
や
め
な
け
れ
ば
終
わ
り
ま
せ
ん　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

141

や
め
た
こ
と
は
「
戦
略
的
撤
退
」
と
言
い
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

146

今
す
ぐ
棺
桶
に
足
を
突
っ
込
ん
で
も
後
悔
し
な
い
で
い
よ
う
と
す
る
心
意
気　

――
―
―
―
―
―
―
―　

151

結
局
自
分
が
や
り
た
い
の
か
や
り
た
く
な
い
の
か
に
尽
き
ま
す　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

156

お
わ
り
に　
　

162
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